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　2013年に出版された本書 Spatialityは、Texas State Universityにおいて
Associate Professor （2014年現在）を務めている Robert T. Tally Jr.による
ものである。彼の研究領域は非常に膨大であり、Frederic Jamesonをは














































と呼ぶ David Harvey、監獄や精神病院を分析したMichel Foucaultなど空
間の在り方を捉え直そうという動きが高まっていく。












































である。J. R. R. Tolkienのようなファンタジー・SF作家が描く空間と
は、全く現実と乖離したものなのだろうか？ 果たしてそのような空間
は描かれうるのだろうか？例えば外宇宙への探求の物語は、可逆的に地
球環境や人間についての本質的な問いがテーマになることがあるとはよ
く言われる。そのような非現実世界を描くジャンルの物語は、むしろ現
実から離れていくどころか、現実世界をより深く理解し、あるいは世界
を変えたいという現実の欲望によって生み出されるとさえ言える。
Tallyが最後にファンタジーや SFを持ってきた理由は、これまでの文学
または文学史がいかにリアリズムの手法によって描かれる「現実」に執
着しすぎてきたかを批判するためであろう。Poeから Vonnegut、そして
Tolkienまで手掛ける Tallyの姿勢からは、空間性に着目することによっ
て、単なる虚構にすぎないと見なされたファンタジーの非現実的な世界
空間、陳腐なものとして見過ごされていた平凡のように思われる日常的
な空間に光を当てることで、新たな文学空間の可能性が切り開けるので
はないかというような期待が感じられた。
